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ੜ׆Ϋϥϒ๺ւಓࢽؔػ�
νュプͱはΞイψޠでଠཅ、月のҙຯ
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̑月߸

̞̣ ̙̚ ̭

��೥໨の４���νΣϧϊϒΠϦσʔࢢຽूձ

���6 年݄̐ 26 ೔にىきたνェルノブイϦ原発事故から �� 年、かでる２・７で։かれた市民
集会にはཱちݟがでる΄どの参加がありました。ण౎・ຈԆなどからの報告にଓき行Θれた
講ԋ会では、େ൧原発ӡసࠩしࢭΊ൑ܾをग़したඉޱӳ明さんが「原発を動かす͜とはਖ਼
ٛに൓する。෱ౡ原発事故でもΘかるΑうに、๫૸した࣌のඃ֐はࠃを໓ぼす΄どେきくな
る。͜れはࣗࠃに͚޲られた֩ฌثだ。पりのਓにΘかりやすく఻えて、原発をࢭΊるたΊ
に行動しましょう」と話され、େきなഥखが෸き͜ىりました。集会ޙはେ௨西̐ஸ໨まで、
ඉޱさん（લྻࠨから̏ਓΊ）もҰॹに ��� ਓでύϨード。େ௨ެԂをาくਓたちに元気に
Ξϐールしました。「ധ原発を再Քಇさͤない」たΊ、͜れからも੠を上げましょう。

ʪ �̐��  原発ゼロ・市民エネルギー委員会  ૿田 ਅґ子ʫ

202� 年౓は
૊合һみΜͳで生活クラブを޿Ίる年に
くラϘかΒは͡まるつͳ͕りを大切に
खҴࢧ部 /੢ࢧ部 /いしかりࢧ部 /๛ฏࢧ部

生活クラブถを৯΂ଓ͚るͨΊに

࿅ޭेീ๏ޭؾクラブ（北޿ౡࢧ部）/ 江ผͶ͜部（江ผࢧ部）
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૊৫（４月度 ）
૊合һ਺ 11
975 ໊

加ೖ 28 ໊ ୤ୀ 55 ໊
ೖ（５月度 ）ߪಉڞ
ར 用 ߴ ２ԯ 2
�53 ສ 3
�70ԁ

１ੈଳ౰ りͨ 18
917ԁ
άϦʔϯγεςϜ（４月度 ）
̧ ͼ Μ ճ　ऩ 17
�2� 本

ճऩ཰ 94.8 ˋ
ύοクࢴ ച٫金 7
200 ԁ

ճऩ཰ 72 ˋ
ϐοキングା ճऩ཰ 28.4 ˋ

෱ۚجࢱ（４月度 ）
ಉऀ਺ࢍ 2
873 ໊ ಉ཰22.7ࢍ ˋ

Τοίϩ（４月度 ）
加ೖऀ਺ 3
734 ໊

加ೖ ５໊ ୤ୀ 17 ໊
ੜ׆Ϋϥϒࡁڞ�ϋά͘ Έ（３月度 ）
加ೖ݅਺ 1
273 ݅

$0ɾ01ࡁڞ（３月度 ）
อ༗݅਺ ͚ͨ͋͢い 3
3�9 ݅

͋い΀Β͢ 1
840 ݅

電気の共同購入  （２月 ）
ʪ ܖڅڙ໿ऀ਺ ʫ 775 ໊

ʪ ిߏݯ੒ൺ  ଎ใ஋ ʫ
２݄は໿ׂ̕の電ྗを再生Մೳエネル
ギー発電所からおಧ͚しています。
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೦な͜とに࢒、を食΂ଓ͚るたΊには、஥ؒを૿やす͜とがඞཁです。しかしࡐたちが消費ࢲ
� ݄の組合員਺は ��
��5 ਓとなり、ݫしいঢ়گがଓいています。まͣは、ྡのਓにあなたの
お気にೖりの生活クラブを఻えてみまͤんか。　　　　　　　　　　　ʪ組織活動推進会議ʫ

　昨ࠓのࣾ会৘੎もӨڹしてか、֦େは৳ͼ೰んでいます。̐ʙ �� ݄
を֦େ集中ؒظとして、ࢧ部ではνラシまきや֦େイϕント、本部で
は外部ஂମ主催イϕントのϑェΞトϨードϑェスタ・山の೸の市΁ग़ల
などを行い、޿いൣғに生活クラブを఻える͜とができました。

͋みーかӡߦ΍生産ऀίラϘイベントͳͲ਎ۙͳ৔ॴ
でのاըは、ࢧ部かΒの͓ศり΍4/4で͓஌Βせしま͢。
生活クラブ北ւ道のホーϜページ΋νΣοク！

�」年も、組合員みんなでऔり組Ήࠓ　 ݄のҰ੪νラシまき」から
スタートしました。ࢧ部や組活では、生活クラブを఻える͜とがで
きる様ʑなاըをߟえています。

ઍࡀ市でのలࣔઆ໌ं͋みーかを
使֦ͬͨ大活ಈ（ܙఉࢧ部）

˞

˞

生活クラブ北ւ道

̏

※  外部ஂମ主催
イϕント
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生活クラブを஌る͜ͱ͕で͖る৔ʮくΒͿラ
ㅣ

Ϙʯ（ҎԼ、くラϘ）は、くラϘϦーμー͕ӡӦҕһ会ͱ࿈ܞして開催し
ていま͢。ফඅ材をத৺ͱしͨاըをߦい、૊合һಉ࢜のަྲྀ΍ར用݁集につͳ͛ま͢。2025年౓は1ࢧ�部で開催、
今ճのνュプでは４ࢧ部の༷ࢠを͓఻͑しま͢。 ˞  ラϘʹラϘラトϦーのུ。ڀݚ室、࣮ݧ室

Նٳみには「਌子で࡞れるおいしいおやつ」を実ࢪ。
໿ 2� ਓの਌子が参加しました̇
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生活クラブを஌る͜ͱ͕で͖る৔ʮくΒͿラ
ㅣ

Ϙʯ（ҎԼ、くラϘ）は、くラϘϦーμー͕ӡӦҕһ会ͱ࿈ܞして開催し
ていま͢。ফඅ材をத৺ͱしͨاըをߦい、૊合һಉ࢜のަྲྀ΍ར用݁集につͳ͛ま͢。2025年౓は1ࢧ�部で開催、
今ճのνュプでは４ࢧ部の༷ࢠを͓఻͑しま͢。 ˞  ラϘʹラϘラトϦーのུ。ڀݚ室、࣮ݧ室

ʰ生活と࣏ࣗʱを࣋ちدり、ຖճ �5 ෼΄どテーϚに
Ԋͬて話し合います
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滝川市江部乙町ͱ産஍ఏܞして40年、生産ऀͱ૊合һ͕産஍ަྲྀをॏͶて
ഓの൒෼࠿ߦ׳り্͛て͖ましͨ。೶ༀ੒෼ճ਺を࡞の生活クラブถをࡏݱ
ҎԼの８ճҎ಺に͢るͳͲ、ݫしいج४で࠿ഓさΕていま͢。
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Թ౬消ಟでݮらͤる೶ༀは̍ʙ２ճ。೶ༀճ਺を൒෼以下に
するには、͜のΑうな生産者の౒ྗのੵみॏͶがあります

ʪ+" たきかΘ 北の米ଂ（ߐ部Եொ）̐���ʫ

２
０
２
４
年
、
米
の
需
給
動
向
が
大

き
く
変
化
し
、
価
格
変
動
と
と
も
に
多

く
の
消
費
者
の
関
心
が
米
に
集
ま
り
ま

し
た
。
現
在
、
市
場
に
お
い
て
は
徐
々

に
販
売
価
格
が
下
が
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
消
費
は
大
き
く
低
迷
し
、
在

庫
が
積
み
あ
が
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
以
降
の
極
端
な
円
安
で
化
学

肥
料
等
を
含
む
輸
入
資
材
価
格
が
高

騰
、
稲
作
農
家
の
営
農
が
圧
迫
さ
れ
、

生
産
コ
ス
ト
は
直
近
10
年
間
で
35
％
近

く
も
増
え
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
、
24
年

11
月
の
新
米
価
格
は
生
産
費
を
保
障
し

う
る
適
正
価
格
で
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。

「
よ
う
や
く
設
備
の
更
新
が
で
き
る
」

と
農
家
の
皆
さ
ん
が
言
え
る
状
況
に

な
っ
た
一
方
で
、
事
業
者
に
よ
る
米
確

保
の
動
き
が
激
化
し
、
さ
ら
に
市
場
価

格
が
高
騰
。
生
活
ク
ラ
ブ
米
も
、
25
年

４
月
に
期
中
値
上
げ
と
な
り
、
利
用
の

減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。

生
産
者
が
作
り
続
け
ら
れ
る
、
そ
し

て
消
費
者
が
食
べ
続
け
ら
れ
る
価
格
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
保
つ
こ
と
は
簡
単
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
農
政
に
お

い
て
、
実
態
に
合
っ
た
生
産
費
保
障
の

し
く
み
を
再
構
築
し
、
豊
作
で
も
不
作

で
も
生
産
継
続
が
可
能
な
収
入
を
約
束

し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
今
年

の
秋
に
収
穫
予
定
の
米
は
、
適
正
と
さ

れ
る
生
産
量
を
上
回
る
予
測
で
す
。
農

家
の
安
定
し
た
営
農
を
脅
か
す
米
価
の

暴
落
は
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

適
切
な
農
業
政
策
を
望
む
と
と
も
に
、

私
た
ち
消
費
者
が
道
産
、
国
産
を
選
択

し
て
食
べ
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

26
年
度
は
滝
川
市
江
部
乙
町
の
お
米

の
共
同
購
入
開
始
か
ら
40
年
、
生
産
者

グ
ル
ー
プ「
と
ん
ぼ
の
会
」
結
成
か
ら

30
年
の
記
念
の
年
で
す
。
嬉
し
い
こ
と

に
、
新
し
く
若
手
農
家
１
名
が
入
会
し

ま
し
た
。
生
活
ク
ラ
ブ
は
引
き
続
き
、

と
ん
ぼ
の
会
と
共
に
北
海
道
の
農
業
の

発
展
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

ࢲ
た
ͪ
の
ར
用
͕
ݮ
っ
た
た
Ί
、

25
೥
産
ถ
͕
４
ἃ
݄
෼
΋
࢒
Δ

ϖ
ー
ス
ʹ
ͳ
っ
て
い
ま
す
。
ڞ
ಉ

ߪ
ೖ
ܦ
අ
を
͓
さ
͑
、
４
݄
か
Β

ۓ
ٸ
ظ
中
஋
Լ
͛
を
し
ま
し
た
。

ถ
ొ
࿥
ɾ
ར
用
を
͓
ئ
い
し
ま
す
。

ࢠ年のా২͑πΞーの༷ࡢ
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メンバーは̔ਓ。LaIPSJ さんをғみ、おͦ
Ζいの࿅ޭ 5 シϟπをணてه೦ࡱӨ

೛৷している໺ྑೣをอޢし、ࣨ内でग़産してもらい
ました。ϚϚも子ೣもみんな、৽しい家族のもとに

を࣮ԋٿॊྗۃ年のクラブؗまつりでଠࡢ

「ఉઌに子ೣがいる」との௨報を受͚อޢ
した「ͶΉり」。อޢ௚ޙに病気が発֮し、
ೖ院を܁りฦしました。ࠓは元気にաご
しています

2005 年౓に࢝まͬͨαークル活ಈは、૊合һ͕ڵຯ΍झຯに
Ԡ͡て集まる৔をつくりͨいͱのࢥいかΒ生まΕましͨ。ࢧ部
ͱの࿈ܞを大切にしͳ͕Β、૊合һのࣗओతͳ集まりͱしてଟ
。ͳ಺༰で活ಈしている53ஂମかΒ２ஂମを঺հしま͢࠼
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日

編
集

広
報
委
員
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／
Ｗ
・
Ｃ
ｏ
プ
ラ
ン
ズ
Ｅ
Ｐ
О

道
産
間
伐
材
を
配
合
し
た
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

道産 間伐材使用

組
合
員
の
エ
ッ
セ
イ
を
募
集
し
ま
す
。
４
０
０
字
程
度
。
テ
ー
マ

の
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
部
中
瀬
ま
で
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
か
業

務
便
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

問合せ  生活クラブ本部   ＴＥＬ  011（887）8891

https://www.hokkaido-seikatsuclub.coop/

本ページに記載しているイベント等については、生活
クラブニュースを見て、参加申し込みをしてください。

日　時　５月 30日（土）　10：00 ～ 17：00
場　所　滝川市江部乙町（札幌駅北口９：45集合）
内　容 生活クラブ米の生産者「とんぼの会」のみなさんと

楽しく田植えをしましょう（昨年の様子は、Ｐ６参照）。
ご家族連れでぜひご参加ください。

今年のまつりは11月８日（日）開催！
　　（グランドメルキュール札幌大通公園）

まつりを盛り上げる Happy で元気な
デザインをお待ちしています。実行委
員会メンバーも募集中！

締切  ５月29日

ニュース

５月１週 主催　サステイナブル委員会

日　時　５月 29日（金）　19：30 ～ 21：00
場　所　オンライン開催（Zoom）

内　容 太陽光発電に関するトラブルや望ましい
再エネのあり方について、環境エネル
ギー政策研究所の山下紀明さんからお聞
きします。

日　時　５月 30日（土）　10：30 ～ 12：30
場　所　かでる２・７   920 会議室　  （中央区北２西７）

内　容 講師は、さがみ生協眼科・内科病院の牛山元美さん。
原発事故についての学習会のあと、参加者には安定
ヨウ素剤を配布します。   ※ 託児の受付は終了しました

ニュース

５月１週 主催　本部消費委員会

ニュース

４月 3 週 主催　原発ゼロ・市民エネルギー委員会

ニュース

６月１週 主催　組織活動推進会議

まつり実行委員会

日　時　６月 23日（火） 20：00 ～ 21：30
場　所　オンライン開催（Zoom）

内　容 GM ナタネ調査報告を交えながら、OK シードプロ
ジェクト事務局長 印

いんやく

鑰智哉さんからゲノム編集や
GM 食品などの話を聞く予定です。

日　時　６月９日（火）　10：00 ～ 12：30
場　所　京王プラザホテル札幌２階エミネンスＢ
内　容 25 年度、26 年度の事業・活動等を討議し、承認を

行います。総代以外の組合員も傍聴できます。




